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新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、初
春
を
高
尾
山
で

迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。昨

年
、そ
の
山
頂
か
ら
の
眺
望
が
国
土
交
通

省
の『
関
東
の
富
士
見
百
景
』に
選
ば
れ

ま
し
た
。�

　
今
、高
尾
山
周
辺
で
は
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道（
圏
央
道
）の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。私
は
建
設
に
あ
た
り
、こ

の
魅
力
あ
る
自
然
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、国
に
強
く
要
請
。国
も
、こ
れ

を
重
く
受
け
止
め
、環
境
や
自
然
に
配
慮

し
た「
道
づ
く
り
」が
実
現
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。南
北
方
向
の
幹
線
道
路
が

少
な
い
多
摩
地
区
に
と
っ
て
圏
央
道
が
も

た
ら
す
効
果
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。6
つ

の
放
射
状
の
高
速
道
を
結
ぶ
圏
央
道
だ

け
に
、本
市
は「
東
京
の
西
の
玄
関
口
」と

し
て
、人
・
物
・
情
報
が
集
積
す
る
こ
と
で

飛
躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
の
世
論
調
査
で
9
割
近
く
の
方

が
本
市
に
住
み
続
け
た
い
と
回
答
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
最
大
の
理
由
は「
緑
の
豊
か

さ
」。圏
央
道
は
そ
の
環
境
を
大
切
に
し

つ
つ
新
た
な
経
済
活
動
を
生
み
出
す
、ま

さ
に
本
市
に
と
っ
て「
21
世
紀
の
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。�

　
新
年
に
あ
た
り
、私
は
将
来
の
ふ
る
さ

と
を
思
う
市
民
の
皆
さ
ん
と
心
を
一
つ
に

し
て
、「
元
気
な
ま
ち
八
王
子
」づ
く
り
に

邁
進
し
て
参
る
決
意
で
す
。�

　
　
　
　
　

（
市
長
　黒
須
　
一
）�

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
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まちを思う心が人を動かし－まちが元気に�まちを思う心が人を動かし－まちが元気に�

　私たちのまち八王子では、いきいきと、躍
動感にあふれた活動を行う市民の皆さんを見
ることができます。やり方や場面は違っても、
まちに『元気』を与えてくれています。それは、
「まちを思う心」を持った人同士が集い、地域

やまちと連携・協力し合い、大きな力を生み出
しているからでしょう。このつながりが「協働」
の始まりです。今号では、市内で活躍している
たくさんの市民活動団体の中から、本市と協
働している一部の皆さんを紹介します。�
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　「CCS世界の子どもと手をつなぐ学生の会」は、大
学生が外国の子どもたちの学習や精神面・生活面な
どを支援しようと平成5年に本市で結成されました。現
在は市の国際交流コーナーの運営にも参加。小・中
学生を対象に、週2回活動を行っています。�

　「南大沢将棋同好会」は、南大沢保健福祉センターの将棋講座が縁となって結
成されました。平成14年からはボランティアで小・中学生を対象に将棋教室を開催。
子どもたちと高齢者の交流の場にもなっています。�
※1～3月の将棋教室の日程は11ページに掲載しています。�

　「AIR－空－パフォーミング・アーツ研究会」は、地域に開
かれた表現活動の場を作ることと、それを担うサポーターの
養成などを目的に設立。平成15年に「西東京アクターズス
クール」を企画し、市民企画事業補助金を受け、障害者が
自分の思いを表現する場を提供しています。�

　「八王子子どもの居場所づくりプロジェクト」
では、市民企画事業補助金を受け、子どもた
ち自らが居場所を作ることを支援するために
活動中。その一環としてサタデースクールへ
の講師の派遣や各種イベントの開催などを
行っています。（1ページの写真も活動の一つ、
サタデースクールでのタグラグビー教室）�
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今
の
子
ど
も
た
ち
は
、家
の
中
で
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し
て
い

て
、な
か
な
か
外
で
遊
ば
な
い
ん
で
す
ね
。私
た
ち
が
子
ど

も
の
こ
ろ
は
、必
ず
友
だ
ち
が
い
て
、み
ん
な
と
遊
べ
る
よ
う

な
場
所
が
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。そ
こ
で
、子
ど
も
た
ち

が
安
全
に
遊
べ
る
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
て
ゆ
こ
う
と

活
動
を
始
め
た
ん
で
す
。�

　
小
学
校
の
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
講
師
の
派
遣
な
ど
は
そ

の
一
つ
で
す
。市
内
の
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
に
自
立
し
た
居

場
所
づ
く
り
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。そ

し
て
、子
ど
も
た
ち
だ
け
じ
ゃ
な
く
、高
齢
者
を
含
め
た
多

世
代
の
人
た
ち
が
交
流
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
発
展

さ
せ
て
ゆ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。�

　日本語がわからない外国の子どもたちは、周囲
とのコミュニケーションがとれないこともあって本当
は明るい子でも、暗くなってしまうことが多いんです。
みんなと違うからと一歩退いてしまったり…。そこで、
日本語や学校の勉強を教えるだけじゃなく、年齢
の近い私たちがお姉さん、お兄さん代わりになっ
て悩みなどを聞いて、信頼関係を築くことも大切
にしています。�
　毎年12月には、イヤーエンドパーティーを開催す
るんですが、その中で、子どもたちが自分の国のこ
とを、いきいきと話してくれるのを見ると活動して
いて良かったなと思いますね。�

　私たちは、南大沢保健福祉センターを
よく利用しているので、センターのために
何か協力できることはないかと考えていま
した。そんな時に、市から将棋教室の講
師の依頼がきたんです。�
　子どもたちには将棋だけでなく、礼儀も
学んでもらいたいと思っているんです。で
すから、将棋を指すときには必ず「お願い
します」とお互いにあいさつをすることから
始めるようにしています。そうはいっても、
学校の先生ではないので、将棋をしてい
るときは「おじいちゃん」と呼ばれながら和
気あいあいとした雰囲気でやっていますよ。
趣味が人の役に立つなんて素晴らしいこ
とですね。�

子どもたちとの信頼関係を築いて�子どもたちとの信頼関係を築いて�舞台芸術で自己表現を�舞台芸術で自己表現を�
CCS世界の子どもと�
手をつなぐ学生の会�
宮本 妙理さん（20歳）�

八王子子どもの
居場所づくり�
プロジェクト�
炭谷 晃男さん
（51歳）�

AIR－空－パフォー
ミング・アーツ�
研究会代表�
風姫さん（47歳）�

南大沢将棋同好会�
会長�
渡辺 由三さん（75歳）�

　
多
摩
地
区
に
は
障
害
者
の
福
祉
施
設
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、演
劇
や
ダ
ン
ス
な
ど
の

舞
台
芸
術
で
自
己
表
現
を
す
る
場
が
な
か
っ

た
ん
で
す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、何
と
か
実
現
で
き
な
い
か
ず
っ
と
考
え

て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、一
昨
年
、市
の
市
民

企
画
事
業
補
助
金
の
こ
と
を
知
り
、皆
に
舞

台
芸
術
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と「
西
東
京
ア

ク
タ
ー
ズ
ス
ク
ー
ル
」を
企
画
し
ま
し
た
。資
金

面
の
め
ど
が
た
っ
た
こ
と
と
、人
材
に
も
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
、や
っ
と
夢
が
か
な
い
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
。�

　
皆
の
ユ
ー
モ
ア
と
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
表
現
は

本
当
に
す
ご
い
で
す
よ
。3
月
に
公
演
を
行

い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。�

お
と
な
も
集
ま
る
�

　 

遊
び
場
を
作
ろ
う
�

人と人とが笑顔で支え合って�

時には真剣勝負に�時には真剣勝負に�

交流は盤面の上で�交流は盤面の上で�

気持ちを全身を使って表して�気持ちを全身を使って表して�

お兄さん代わりになって�お兄さん代わりになって�

サタデースクールでの実験教室�サタデースクールでの実験教室�

　人と人とが、それぞれの持ち味を出し合って支え
合う。そこには、とても大きなパワーと笑顔が生ま
れるようです－これも協働のかたちの一つ。�

3
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　市は、地域の皆さんとの協働による手づくり公園推進事業を
進めています。現在、小田野中央公園では町会や自治会、福祉
施設、市民活動団体が計画段階から参加し、地域の特色をいか
した公園づくりに取り組んでいます。�

　
昨
年
9
月
に
子
安
町
四
丁
目
に
完
成
し
た
「
子
安
　

村
こ
か
げ
公
園
」
は
、地
域
の
皆
さ
ん
が
設
計
か
ら
植
栽

な
ど
の
整
備
ま
で
を
行
う
新
し
い
形
の
公
園
づ
く
り

｜
『
手
づ
く
り
公
園
』の
第
1
号
で
す
。
公
園
づ
く
り

に
は
、地
元
町
会
の
子
安
東
四
丁
目
町
会
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
て
、花
壇
作
り
や
芝
生
張
り
を
行
い
ま
し
た
。
現

在
は
、地
元
の
皆
さ
ん
に
愛
着
を
持
っ
て
、公
園
ア
ド
プ

ト
制
度
に
よ
る
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
�

　公園アドプト制度には、現在117団体にご協力いただいて
います。その団体の一つ「ひまわり」では、15名の会員の皆さ
んが椚田中原公園、神谷原公園の清掃、除草などをして地域
環境の向上にご尽力されています。�

　道路を地域のものとして受け入れ管理をお願いす
る道路アドプト制度。現在5つの団体などに活動して
いただいています。「萌友会（ほうゆうかい）」では、2
つの町会、老人会、商店、授産施設などの皆さん60
名が市役所通り（日吉町交差点～市役所）で清掃活
動などをされています。�

4広報はちおうじ　2005.1.1 広報はちおうじ　2005.1.1

小田野中央公園を市民
の手でつくる会会長�
船引 孝昭さん（65歳）�

ひまわり�
小嶋 紀子さん（55歳）�

萌友会（ほうゆうかい）代表�
横山 正次さん（76歳）�

　昨年の8月からワークショップ（研究集会）を開催して公園
の計画案を作り始めました。どういうものにしたらいいか、地
域の皆さんからアンケートを取ったり、現地見学会を行ったり
しています。いろいろな意見が集まっているので、計画の具
体的な内容はこれから決めてゆきます。�
　私としては、せっかく関わったからには八王子の名所の
一つとなるような公園にできたらと思っています。川と雑木
林という今ある環境をいかして、子どもたちがはだしで遊べ
て自然に親しめるような…。それと、これから先もあらゆる年
代の人たちに楽しんでいただける公園にしたいですね。�

　
私
た
ち
は
、身
近
な
問
題
を
一
緒
に
考
え
た

り
、人
と
人
と
が
互
い
に
助
け
合
え
た
り
す
る
、

そ
ん
な
地
域
を
つ
く
っ
て
ゆ
き
た
い
と「
ひ
ま

わ
り
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。そ
の
活
動
の
一

つ
が
、椚
田
中
原
公
園
と
神
谷
原
公
園
を
、き

れ
い
で
安
全
な
ス
ポ
ッ
ト
に
し
よ
う
と
す
る
公

園
ア
ド
プ
ト
へ
の
参
加
で
す
。下
枝
の
せ
ん
定

を
し
て
明
る
く
な
っ
た
公
園
で
は
、以
前
よ
り

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
い
ま
す
。�

　
清
掃
が
終
わ
っ
た
公
園
で
、お
茶
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、お
互
い
が

得
意
料
理
を
教
え
合
う
会
も
開
い
た
り
し
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
機
会
を
増
や
し
て
い
っ
て
、

人
と
人
と
が
つ
な
が
っ
て
ゆ
く「
輪
」
を
広
げ

て
ゆ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　市役所通りは、市役所に行く人たちが通る、い
わば市の「顔」といえる通りなのに、以前はすご
く汚れていました。それに、植え込みも荒れ放題。
そこで、沿道の町会や老人会、商店などの皆さん
に声掛けをしました。その時、授産施設の木馬工
房の皆さんが、快く引き受けてくれ、毎月1回清
掃活動に参加してくれることになったんですよ。
これが、会を結成して市の道路アドプト制度に参
加する大きな支えになりましたね。�
　今では、通行する皆さんに「とてもきれいにな
った」と喜んでもらっています。きれいにしていると、
通る人も汚しちゃいけないと思うんでしょうね。�

名所の一つになれば…�名所の一つになれば…�

町会や商店、授産施設…沿道の人たちが一体となって�町会や商店、授産施設…沿道の人たちが一体となって�

公
園
清
掃

公
園
清
掃
で
広
が
る
人
の
「
輪
」
�

公
園
清
掃
で
広
が
る
人
の
「
輪
」
�

まちづくりを自分たちの手で�

子どもたちにもできる作業がいっぱい�子どもたちにもできる作業がいっぱい�

昨年行った現地見学会で�昨年行った現地見学会で�昨年行った現地見学会で�

ひと掃きひと掃に心を込めて�ひと掃きひと掃に心を込めて�

料理を教え合うことも�料理を教え合うことも�

まちの「顔」もみるみるきれいに�まちの「顔」もみるみるきれいに�

木馬工房の皆さんも活躍�木馬工房の皆さんも活躍�

手
づ
く
り
第
1
号
�

 

「
子
安
　
村

安
　
村
こ
か
げ
公
園
公
園
」
�

手
づ
く
り
第
1
号
�

 

「
子
安
　
村
こ
か
げ
公
園
」
�

　公園や道路といった生活の中にある公共施設。そ
れを地域で受け入れ、自分たちで守り、新たに生ま
れ変わらせる－これも協働ならではのかたちです。�

5
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　夢美術館と多摩美術大学の共催で昨年10月12日から
12月4日まで、彫刻学科教職員・卒業生・学生の作品32点
を、市役所本庁舎、ビュータワー八王子、いちょうホールに
展示。行き交う人の目を楽しませていました。�

　「地域生活文化研究所」は地域の活性化をめざし、八
王子の歴史・風土に根ざした名産品作りに取り組んでいま
す。今年度から市民企画事業補助金を受けて活動を行い、
昨年のいちょうまつりではクワの葉を使ったお菓子やうどん
などを販売し大好評でした。�

　高尾山の魅力を多くの方に知っていただこうと、山腹にライ
ブカメラが設置されたのが昨年11月。本市と高尾登山電鉄(株)
そして、サイバーシルクロード八王子の運営委員・(株)エイビット
の協働でインターネットによる映像の配信が実現しました。�

　地域を一つの博物館と見立てまちを活性化させる「エコミュージ
アム推進事業」。多摩美術大学で博物館学を学ぶ学生が、　水地
区を一つの博物館と考え作成したレポートを絹の道資料館で昨年
12月に公開し、皆さんのご意見をいただきました。市は、これを事業
の参考とし、大学との協働の切っ掛けにしたいと考えています。�
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パ
ン
ダ
っ
て
か
わ
い
い
で
す
よ
ね
。ま
ず
は

か
わ
い
さ
で
作
品
に
目
を
留
め
て
も
ら
い
、

タ
イ
ト
ル
に
込
め
た
思
い
を
見
て
ほ
し
い
の

で
す
。パ
ン
ダ
は
親
子
の
絆（
き
ず
な
）が
強

い
と
い
わ
れ
る
の
で
、今
回
の
タ
イ
ト
ル「
ボ

ク
、生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
？
」で
、見
る
人
が

親
子
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
切
っ
掛
け
に
な

れ
ば
い
い
な
と
…
。�

　
市
役
所
な
ど
の
公
共
施
設
に
、作
品
を

置
け
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。日
ご
ろ

彫
刻
な
ど
に
興
味
が
な
い
方
に
も
目
を
留

め
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す

か
ら
。あ
と
で
き
れ
ば
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

そ
う
い
う
方
た
ち
の
感
想
を
聞
け
る
よ
う

に
な
る
と
い
い
で
す
。学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

今
後
の
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。�

　私は卒業生ですが､学芸員の資格を取るため
に博物館学を学んでいます｡多摩美術大学の学
生にとってはなじみ深い　水ですが、この地区を
博物館と考えてイベントを提案することで､改めて
知ること､考えることがたくさんありました｡�
　今回、　水にある「絹の道資料館」で発表でき
る機会を与えられたことで､レポートが仮想ではなく､
人と人とがつながってゆける､小さな一歩になった
ように感じています。地域の皆さんが一緒に参加
することで、味わい深いエコミュージアムが実現で
きたら素敵ですね。�

　
社
員
の
約
7
割
、そ
の
家
族
ま
で
含
め
る

と
約
2
5
0
人
が
市
内
に
住
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、ま
ち
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、何

か
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。そ
の
一

つ
と
し
て
、わ
が
社
独
自
の
無
線
通
信
技
術

を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
高
尾
山
ラ
イ
ブ

映
像
の
配
信
を
始
め
ま
し
た
。昨
年
11
月
の

ア
ク
セ
ス
件
数
は
4
万
件
を
超
え
ま
し
た
。こ

の
調
子
で「
観
光
の
ま
ち
八
王
子
」
を
広
め

ら
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。�

　
こ
の
取
り
組
み
は
、企
業
に
と
っ
て
も
無
線

通
信
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
る
ん
で
す
。他
の

企
業
も
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
技
術
を
い

か
し
た
地
域
貢
献
を
考
え
れ
ば
、さ
ら
に
ま

ち
が
明
る
く
活
性
化
し
て
ゆ
く
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
よ
。�

　かつて八王子は養蚕が盛んで「桑の都」と呼
ばれるほど、まちの中にクワの木がそこかしこにあり
ました。さらにクワの葉には、血糖値を抑えるなどの
効用があり、健康にもいいといわれています。そこで、
このクワの葉を使った八王子の「名産品」をつく
れないかという声があがったんですよ。�
　私は和菓子職人ですが、洋菓子、乳製品、製麺
などいろんな業種の方が参加しています。商品の
開発では、試食会に来てくれた方の感想や、お互
いの意見を参考に、試行錯誤を繰り返しています。
将来は八王子のおみやげといえば「桑の葉ブラン
ド」といわれるようにしたいですね。�

多摩美術大学大学院
2年�
阿久津 優さん（33歳）�

多摩美術大学�
河合 香奈子さん（29歳）�

サイバーシルクロード
八王子運営委員�
檜山 竹生さん（46歳）�

地域生活文化研究所�
柳内 秀夫さん（65歳）�

アイデアが活力を創出�

さ
ま
ざ
ま
な
人
な
人
に
�

 

見
て
も
ら
え
る
機
会
機
会
に
�

さ
ま
ざ
ま
な
人
に
�

 

見
て
も
ら
え
る
機
会
に
�

こ
の
ま
ち
で
�

　
技
術
を

　
技
術
を
い
か
し
た
い
�

こ
の
ま
ち
で
�

　
技
術
を
い
か
し
た
い
�

仮想から実現へ向けて�仮想から実現へ向けて�

八王子みやげといえば「桑の葉ブランド」�八王子みやげといえば「桑の葉ブランド」�

絹の道資料館でレポートをレイアウト�絹の道資料館でレポートをレイアウト�

作品にふと足を止めて�作品にふと足を止めて�

阿久津さんの作品�阿久津さんの作品�

クワの実を使ったドラ焼きも�クワの葉を使ったドラ焼きも�

ライブカメラを遠隔操作�ライブカメラを遠隔操作�

いちょうまつりでも大好評�いちょうまつりでも大好評�

ライブ映像では日の出や紅葉も�ライブ映像では日の出や紅葉も�

　いろいろなアイデアを具体化を具体化してゆてゆく。その中で、で、
人と人、人、人と地域地域との交流交流がまちの活力活力を創出すを創出す
る－この「元気元気の素」を作を作り出す出すのも協働協働ですです。�

　いろいろなアイデアを具体化してゆく。その中で、
人と人、人と地域との交流がまちの活力を創出す
る－この「元気の素」を作り出すのも協働です。�
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年
始
の
ご
み
や
空
き
び
ん
・
空
き
缶
な
ど
の
資
源
物
、

し
尿
の
収
集
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。年
始
に
出
る
多

量
の
ご
み
は
一
度
に
出
さ
ず
に
、数
回
に
分
け
て
お
出

し
く
だ
さ
い
。�

　
問
い
合
わ
せ
は
、ご
み
減
量
対
策
課（
☎
20
・
7
2
5
6
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
・
4
5
0
6
）へ
。�

■
可
燃
ご
み
の
収
集
�

▼
月
・
木
曜
日
収
集
地
区
…
1
月
4
日
（火）
か
ら
�

▼
火
・
金
曜
日
収
集
地
区
…
1
月
5
日
（水）
か
ら
�

※
1
月
10
日
（祝）
は
、通
常
ど
お
り
月
・
木
コ
ー
ス
の

収
集
を
行
い
ま
す
。�

■
不
燃
ご
み
、空
き
び
ん
・
空
き
缶
の
収
集
�

各
地
区
と
も
4
日
（火）
か
ら
の
収
集
該
当
曜
日
か
ら
�

■
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
�

新
聞
は
12
日
（水）
か
ら
、ダ
ン
ボ
ー
ル
は
19
日
（水）
か

ら
�

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、雑
誌
・
雑
紙
、�

　
紙
パ
ッ
ク
�

地
域
で
異
な
り
ま
す
の
で
、お
住
ま
い
の
地
区
の
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
を
�

■
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
�

4
日
（火）
か
ら
。
燃
や
せ
る
粗
大
ご
み
は
戸
吹
清
掃

工
場（
☎
92
・
5
3
8
9
）・
館
清
掃
工
場（
☎
65
・

2
5
7
0
）、燃
や
せ
な
い
粗
大
ご
み
は
戸
吹
不
燃

物
処
理
セ
ン
タ
ー（
☎
92
・
3
2
2
1
、事
業
系
不

燃
ご
み
は
持
ち
込
み
不
可
）へ
�

※
持
ち
込
み
処
理
手
数
料
は
、1
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

き
15
円
。
た
だ
し
、5
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
は
切
り
捨

て
、5
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
は
切
り
上
げ
し
て
10
キ
ロ
グ

ラ
ム
単
位
で
計
算
し
ま
す
。�

■
し
尿
収
集
�

4
日
（火）
か
ら
�

　
事
業
に
使
用
し
て
い
る
機
械
・
器

具
・
備
品
な
ど
の
資
産
は「
償
却
資

産
」で
す
。こ
れ
ら
は
固
定
資
産
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
1
月
1
日
現
在
で
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
や
事
業
所
は
、毎

年
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
書
の

提
出
期
限
は
1
月
31
日
ま
で
。
申

告
期
限
の
間
際
は
、窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。�

　
な
お
、事
業
用
の
資
産
を
お
持
ち

で
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
な

ど
は
、資
産
税
課（
☎
20
・
7
2
2
1
、

F
A
X
27
・
5
9
1
8
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。�

　
皆
さ
ん
の
中
に
は
、受
け
取
っ
た
ハ

ガ
キ
や
封
書
を
処
分
で
き
ず
に
困
っ

て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
…
。
そ
こ

で
市
は
郵
便
局
と
協
力
し
、回
収
ボ

ッ
ク
ス
に
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り

な
が
ら
、ハ
ガ
キ
と
封
書
を
収
集
し

ま
す
。�

　
収
集
期
間
は
1
月
17
日
か
ら
2

月
18
日
ま
で
。
回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
市

内
の
各
郵
便
局
に
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
�

　
昨
年
は
ハ
ガ
キ
97 
　 万

枚
分
を
�

　
回
収
�

�　
昨
年
1
月
に
行
っ
た
回
収
で
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
2
千

4
2
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、ハ
ガ
キ
に
換
算

し
て
96
万
8
千
枚
分
が
集
ま
り
、ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
に
再
生
さ
れ

ま
し
た
。今
回
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、ご
み
減

量
対
策
課（
☎
20
・
7
2
5
6
、Ｆ
Ａ

X
26
・
4
5
0
6
）へ
。�

①
市
職
員（
保
育
士
）�

　
資
格
　
昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
　
で
、保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、ま
た
は
平
成
17�

　
　
年
3
月
末
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
�

　
募
集
人
数
　
若
干
名
�

　
1
次
試
験
日
　
1
月
30
日
（日）
�

　
申
込
受
付
日
　
1
月
18
日
（火）
、19
日
（水）

②
市
嘱
託
員（
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
）�

　
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
て

　
　
自
力
で
通
勤
で
き
、介
助
者
な
し
に
勤
務
で
き
る
方
�

�

　
職
種
　
事
務（
週
30
時
間
勤
務
）�

　
任
用
期
間
　
4
月
〜
来
年
3
月
�

　
募
集
人
員
・
報
酬
　
若
干
名
・
月
約
20
万
円
�

　
選
考
日
　
1
月
23
日
（日）
�

　
申
込
受
付
日
　
1
月
14
日
（金）
、17
日
（月）
�

申
込
用
紙
の
配
布
　
①
②
と
も
1
月
4
日
か
ら
市
役
所
4

　
階
職
員
課
、各
事
務
所
、ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
1
階
学
習
情

　
報
プ
ラ
ザ
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
�

問
い
合
わ
せ
　
職
員
課（
☎
20
・
7
2
0
3
、F
A
X
21
・
1
�

　
2
9
8
）へ
�

ご
み
・
資
源
物
・
し
尿
�

年
始
の
「
収
集
日
」
の
確
認
を
�

市
の
職
員（
保
育
士
）と
嘱
託
員（
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
）�

を
募
集
�
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償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に�

ハ
ガ
キ
・
封
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
�

収
集
は
1
月
17
日
〜
2
月
18
日
�

:
窓
付
き
の
封
書
や
写
真
付
き
の
ハ
ガ
キ
も

出
せ
ま
す
�
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健康体操教室�
楽しみながら健康･体力づくりを�
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講座｢男女共同参画の
原点を探る｣�

読み聞かせのレベルアップ講座�
絵本の楽しさを伝えよう�

市民スキー競技大会�

対象　市内在住・在勤・在学の方�
期日　3月13日（日）�
種目・部門　大回転競技…小学生、中学生、女子（1・
2部）、男子（1～5部）�

会場　レーシングキャンプ野辺山（長野県）�
定員　150名（先着順）�
費用　2,000円（中学生以下は1,000円）�
申し込み　1月4日～2月14日に費用を持って直接、
市役所8階スポーツ振興課(☎20・7335、FAX26・
8554)、または八王子スキー連盟事務局（ベストス
キーサービス内、上野町38-1☎26・5961）へ�

　男女共同参画センターでは、現在8名の市
民の方に「プランナーズ」としてご協力いただ
き、講座の企画などを一緒に考えています。
今回の講座は、このプランナーズの皆さんが
企画したもの。ぜひ、ご参加ください。�
日時・テーマなど　下表のとおり�
会場　クリエイトホール視聴覚室など�
定員・費用　30名（先着順）・無料�
申し込み　1月5日から電話またはファックス
で男女共同参画センター（☎48・2230、
FAX44・3910）へ�

※1歳～就学前のお子さんを15名（先着順）
お預かりしますので申し出を。�

　市民の皆さんの健康・体力づくりをお手伝いすると
共に、スポーツの楽しさをお届けします。皆さんが用意
された会場へ指導員が直接伺い、健康体操を指導。
回数は3か月間で8回行います。なお、会場は各グル
ープで確保してください。�
対象　市内在住・在勤で１8歳以上の方が毎回10名
程度参加できるグループ（初めてのグループを優先）�

内容　ストレッチ（軽い運動）、または簡単エアロビクス�
期間　4～6月の月～木曜日（全8回）�
時間　午前10～11時、または午後2～3時�
費用　無料（会場費・保険料は自己負担）�
申込用紙の配布　各市民センター・事務所・体育館、
南大沢・中央公民館、市民球場、いちょうホール、
あったかホール、長房ふれあい館、恩方・上川農
村環境改善センター、市役所8階スポーツ振興
課で�

申し込み　申込用紙に必要事項を記入して、1月14日
（必着）までに郵送または直接、八王子市役所８階
スポーツ振興課（〒192-8501、問い合わせ☎20・7335、
FAX26・8554）へ�

日　時�

男女共同参画講座日程表�

:
一
昨
年
の
大
会
か
ら
�

テーマ・講師�
女性の人権と国連�
お茶の水女子大学講師・大西祥世さん�

女子差別撤廃条約をひも解く�
明治大学助教授・堀口悦子さん�

平等実現への道�
十文字学園女子大学教授・橋本ヒロ子さん�

　今、絵本の読み聞かせは
小学校や保育園、幼稚園、児
童館などで広がっているほか、
高齢者施設などでも注目され
ています。そこで市と八王子
子ども文庫連絡協議会では、
現在読み聞かせの活動をし
ている方を対象に、レベルアッ
プのための講座を行います。�
対象　小学校、保育園、幼稚
園、老人ホームなどで読み
聞かせをしている方�

期日・内容　①1月18日…心
と心を結ぶ読み聞かせ、②
25日…お年よりと絵本でち
ょっといい時間、③2月1日
…おはなしを子どもに（スト
ーリーテリング）�
時間　午前10時30分～12時
30分�

会場　中央図書館�

�
講師　①練馬区すずらん文
庫・渡辺順子さん、②子ど
もの本研究家・山花郁子さ
ん、③くにたちお話の会・平
塚ミヨさん�

定員　各50名（先着順）�
費用　無料�
申し込み　1月5日から電話ま
たは直接、中央図書館（☎
64・4321、FAX62・2789）へ�

▲想像力も膨らんで�

1/29（土）�
午後2～4時�

2/12（土）�
午後2～4時�

3/12（土）�
午後2～4時�

9
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●
乳
・
幼
児
健
診
�

　
3
〜
4
か
月
・
1
歳
6
か
月
・
3
歳
児

健
診
に
つ
い
て
、該
当
す
る
お
子
さ
ん
の

保
護
者
に
健
診
通
知
を
郵
送
し
ま
し
た
。

通
知
に
指
定
さ
れ
た
会
場
で
健
診
を
お

受
け
く
だ
さ
い
。な
お
、該
当
す
る
方
で

通
知
の
届
か
な
い
場
合
は
、保
健
セ
ン
タ

ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）へ
ご
連
絡
を
。�

対
象
＝
▼
3
〜
4
か
月
児
健
診
…
平
成

16
年
9
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
1

歳
6
か
月
児
健
診
…
平
成
15
年
6
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
　
▼
3
歳
児
健
診

…
平
成
13
年
12
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

※
3
歳
児
健
診
未
受
診
の
方
は
、4
歳

前
ま
で
受
け
ら
れ
ま
す
。日
程
は
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。�

●
歯
の
健
康
相
談
�

　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
歯
の
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。�

対
象
＝
市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
、歯
磨
き

の
方
法
な
ど（
健
診
や
治
療
は
行
い
ま

せ
ん
）　
日
時
＝
1
月
28
日
（金）
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
保
健

セ
ン
タ
ー（
平
岡
町
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
1
月
4
日
か
ら
電
話
で
保

健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）�

●
結
核
（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
B
C
G
）
予

　
防
接
種
�

　
4
月
1
日
か
ら
結
核
予
防
法
施
行

令
が
改
正
さ
れ
、B
C
G
接
種
の
対
象

年
齢
が
3
歳
11
か
月
か
ら
生
後
6
か
月

未
満（
6
か
月
に
な
る
日
の
前
日
）ま
で

と
な
り
ま
す
。対
象
年
齢
内
で
未
接
種

の
お
子
さ
ん
は
左
表
の
日
程
で
接
種
を

し
て
く
だ
さ
い
。�

対
象
＝
接
種
当
日
、市
内
に
住
民
登
録

が
あ
り
、3
歳
11
か
月
以
下
で
未
接
種

の
お
子
さ
ん（
今
回
は
じ
め
て
対
象
と

な
る
平
成
16
年
4
月
18
日
〜
16
年
10

月
31
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
に
は
、す

で
に
予
診
票
を
郵
送
し
て
い
ま
す
）　

会
場
・
日
時
＝
左
表
の
と
お
り
　
※
予

約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。　
ご
注
意
＝

接
種
当
日
、医
師
が
不
適
当
と
認
め
る

ほ
か
、次
の
お
子
さ
ん
は
接
種
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
　
▼
37
・
5
度
以
上
の
熱
が

あ
る
　
▼
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
　
▼
予
防
接
種
や
外
傷
な
ど
に
よ
る

ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る
　
▼
麻
し
ん（
は
し
か
）・

風
し
ん
・
ポ
リ
オ
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・
水
ぼ

う
そ
う
な
ど
の
予
防
接
種
後
4
週
間

以
内
　
▼
三
種
混
合
・
日
本
脳
炎
な
ど

の
予
防
接
種
後
1
週
間
以
内
　
▼
麻
し

ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
・

水
ぼ
う
そ
う
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る
確
率

が
高
い
か
、治
っ
て
か
ら
4
週
間
以
内
　

▼
突
発
性
発
疹
・
手
足
口
病
な
ど
の
ウ
ィ

ル
ス
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
確
率
が
高

い
か
、治
っ
て
か
ら
1
週
間
以
内
　
※
次

の
お
子
さ
ん
は
会
場
の
医
師
に
相
談
を
。

▼
ま
ん
延
性
の
皮
膚
病
に
か
か
っ
て
い
る

▼
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
て

い
る
　
▼
心
臓
血
管
系
の
疾
患
、じ
ん
臓
・

肝
臓
疾
患
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る
　
▼
過

去
に
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ

る
　
▼
免
疫
不
全
の
診
断
が
さ
れ
て
い

る
　
▼
B
C
G
接
種
液
の
成
分
に
よ
り

ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
　

お
願
い
＝
▼
必
要
事
項
を
記
入
し
た
予

防
接
種
予
診
票（
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
日

は
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
票
。予
診
票
は
会

場
に
も
あ
り
ま
す
）と
母
子
手
帳
の
ご

持
参
を
　
▼
B
C
G
の
接
種
日
は
、そ

で
の
あ
る
服
の
着
用
を
　
▼
車
で
の
来

場
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
を
　
問
い
合
わ

せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
25
・
9
1
2
8
）

※
体
温
は
会
場
で
計
り
ま
す
。�

け�ん�こ�う�

保健センター（平岡町）�
�

横山事務所�

加住事務所�

恩方市民センター�

横山南市民センター（椚田町）�

元八王子市民センター�

石川市民センター�

由木中央市民センター�

市民体育館�

元八王子市民センター�

大和田市民センター�

保健センター南大沢分室�

由井市民センター�

保健センター南大沢分室�

横山南市民センター（椚田町）�

子安市民センター�

由木東市民センター�

北野事務所�

川口事務所�

八王子保健所（旭町）�

中野市民センター�

長房市民センター�

浅川市民センター�

保健センター（平岡町）�

９：００～１２：００�

１：００～２：００�

９：３０～１１：００�

２：００～３：００�

９：３０～１１：００�

２：００～３：３０�

９：３０～１１：００�

１：３０～３：００�

９：３０～１１：００�

２：００～３：３０�

９：３０～１１：００�

１：３０～３：００�

９：００～１０：３０�

２：００～３：００�

９：００～１０：３０�

２：００～３：３０�

９：３０～１１：００�

１：３０～２：３０�

９：３０～１１：００�

２：００～３：００�

９：３０～１１：００�

１：３０～２：３０�

９：３０～１０：３０�

１：３０～２：３０�

９：００～１０：３０�

1月8日�
�

1月11日�

1月11日�

1月12日�

1月12日�

1月18日�

1月18日�

1月19日�

1月19日�

1月25日�

1月25日�

1月26日�

1月26日�

2月1日�

2月1日�

2月2日�

2月2日�

2月8日�

2月8日�

2月15日�

2月15日�

2月16日�

2月16日�

2月22日�

1月10日�
�

1月13日�

1月13日�

1月14日�

1月14日�

1月20日�

1月20日�

1月21日�

1月21日�

1月27日�

1月27日�

1月28日�

1月28日�

2月3日�

2月3日�

2月4日�

2月4日�

2月10日�

2月10日�

2月17日�

2月17日�

2月18日�

2月18日�

2月24日�

会　場� ツベルクリン� 判定・BCG
受付時間�

（太字は午後）�

結核予防接種（集団接種）日程表�

　栄養士の話や親子食材合わせゲームを通して、お
子さんの食事やおやつについて一緒に考えてみませ
んか。�
対象　市内在住で平成14年生まれのお子さん（第
　1子）とその保護者�
日時　1月25日（火）午前10時～11時30分�
会場　保健センター（平岡町）�
定員・費用　18組（先着順）・無料�
持ち物　麦茶・コップ・いつも食べているおやつ（1回分）�
申し込み　1月4日から電話で保健センター（☎25・9128、
　FAX27・5887）へ�

講座「おいしく・楽しく・幼児食」�

:
た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
ろ
う
�



ル
�
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���������募
集
�

�■
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
つ
か
ま
え
ろ
、

　
ジ
ブ
ン
!!
」
の
参
加
者
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学

生
以
上
の
方
　
練
習
日
時
＝
2
月
15
・

22
日
、3
月
1
・
8
日
の
午
後
7
〜
9
時

会
場
＝
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
デ
イ

リ
ー
ア
ウ
ル
シ
ア
タ
ー
の
皆
さ
ん
　
定
員

＝
20
名（
抽
選
）　
費
用
＝
5
千
円
　

申
し
込
み
＝「
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」と

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
�

（
フ
ァッ
ク
ス
）番
号
を
書
い
て
、1
月
31
日
�

（
消
印
有
効
）ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァッ
�

ク
ス
で
、八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
�

れ
あ
い
財
団（
〒
192
‐
0
0
6
6
本
町
�

24‐
1
☎
21
・
3
0
0
5
、Ｆ
Ａ
Ｘ
21
・
3
0
�

1
1
）�

�

講
座
・
教
室
�

�

■
家
庭
教
育
学
級
公
開
講
座
�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
内
容

＝
創
造
力
を
育
て
る
遊
び（
小
学
3
年

生
以
下
向
け
）　
日
時
＝
1
月
18
日
（火）

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
横
山
南

市
民
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直

接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民

館（
☎
48
・
2
2
3
2
）�

■
社
会
人
セ
ミ
ナ
ー
「
ス
ト
レ
ス
を
考

　
え
る
」
�

日
時
＝
1
月
30
日
（日）
午
後
2
〜
4
時

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
　

講
師
＝
臨
床
心
理
士
・
高
橋
耕
一
さ
ん
　

定
員
＝
72
名（
抽
選
）　
費
用
＝
2
0
0

円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
ス
ト

レ
ス
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、1
月
20
日

（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中
央
公
民
館

（
〒
192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐
6
☎
48
・
2
�

2
3
2
）�

■
成
人
講
座
「
童
謡
と
唱
歌
を
学
ぼ
う
」�

日
時
＝
2
月
2
・
9
・
15
・
23
日
の
午
後

2
〜
4
時
　
会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

ス
タ
ジ
オ
　
講
師
＝
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う

会
・
串
田
明
さ
ん
　
定
員
＝
25
名（
抽
選
）

費
用
＝
8
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に「
童
謡
」と
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書

い
て
、1
月
12
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子

市
中
央
公
民
館（
〒
192‐
0
0
8
2
東
町

5
‐
6
☎
48
・
2
2
3
2
）�

■
ゆ
う
ゆ
う
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
「
万
葉

　
集
を
楽
し
む
」�

対
象
＝
60
歳
以
上
の
方
　
日
時
＝
1
月

31
日
、2
月
7
・
14
・
21
・
28
日
、3
月
7
・

14
・
28
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場

＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
5
学
習
室
　
講

師
＝
古
典
研
究
家
・
五
嶋
靖
弘
さ
ん
　

定
員
＝
20
名（
抽
選
）　
費
用
＝
千

6
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に「
万
葉
」と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、1

月
20
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
中
央

公
民
館（
〒
192
‐
0
0
8
2
東
町
5
‐
6

☎
48
・
2
2
3
2
）�

■
染
・
織
の
体
験
講
座
「
多
摩
織
」
�

日
時
＝
1
月
30
日
（日）
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時
　
会
場
＝
八
王
子
繊
維

貿
易
館（
八
幡
町
）な
ど
　
定
員
＝
25
名

（
抽
選
）　
費
用
＝
2
千
円
　
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
多
摩
織
」と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、返
信
面
の
あ

て
名
を
書
い
て
、1
月
15
日（
必
着
）ま

で
に
八
王
子
織
物
工
業
組
合（
〒
192
‐

0
0
5
3
八
幡
町
11
‐
2
☎
24
・
8
8
�

0
0
）　
問
い
合
わ
せ
＝
産
業
政
策
課

（
☎
20
・
7
3
7
9
）�

■
子
育
て
学
習
会「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」�

対
象
＝
市
内
在
住
で
5
〜
7
か
月
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者（
2
人
1
組
で

経
験
者
を
除
く
）　
日
時
＝
1
月
20
日
、

2
月
17
日
の
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
　

会
場
＝
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
み
な
み
野
　
講
師
＝
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
協
会
・
内
田
朱
美
さ
ん
　
定
員
＝
10

組（
抽
選
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に「
ベ
ビ
ー
」と
住
所
・

氏
名
・
お
子
さ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
・

電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

1
月
10
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
地

域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

野（
〒
192
‐
0
9
1
6
み
な
み
野
6
‐
1
‐

1
☎
35
・
4
1
5
2
）�

■
子
育
て
学
習
会
「
離
乳
食
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
1
歳
未
満
の
お
子

さ
ん（
第
1
子
）を
お
持
ち
の
方
　
日
時

＝
1
月
27
日
、2
月
16
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
　
会
場
＝
地
域
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み
野
　
講
師
＝
八

王
子
私
立
保
育
園
協
会
給
食
研
究
会
・

橋
本
薫
さ
ん
ほ
か
　
定
員
＝
各
20
名（
抽

選
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
往

復
ハ
ガ
キ
に「
離
乳
食
」と
希
望
日
、住
所
・

氏
名
・
お
子
さ
ん
の
名
前
と
生
年
月
日
・

電
話
番
号
、返
信
面
の
あ
て
名
を
書
い
て
、

1
月
12
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市
地

域
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
み
な
み

野（
〒
192
‐
0
9
1
6
み
な
み
野
6
‐
1
‐

1
☎
35
・
4
1
5
2
）　
※
お
子
さ
ん
を

10
名（
抽
選
）お
預
か
り
し
ま
す
。ハ
ガ
キ

に「
保
育
希
望
」と
お
書
き
添
え
を
。�

■
I
T
講
習
会
（
視
覚
障
害
者
向
け
コ

　
ー
ス
）�

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
18
歳

以
上
の
初
心
者
　
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
電

源
の
入
れ
方
、音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
、文
字
入

力
な
ど
　
日
時
＝
1
月
23
日
〜
2
月
20

日
の
日
曜
日
の
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

（
全
4
回
）　
会
場
＝
心
身
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
＝
5
名（
抽
選
）　

費
用
＝
6
0
0
円
　
申
し
込
み
＝
1
月

5
〜
12
日
に
電
話
で
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー（
☎
24
・
5
8
5
0
）　
※
受
講

者
1
名
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
1
名
付
き
ま
す
。�

■
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
子
ど
も
将

　
棋
教
室
」
�

対
象
＝
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
　
内

容
・
期
日
＝
初
級
…
2
月
5
日
、3
月

5
日
、中
級
…
1
月
15
日
、2
月
19
日
、

3
月
19
日
　
時
間
＝
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー（
☎
79
・
2
2
0
5
）　
定
員
＝

各
30
名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
健
康
レ
ク
教
室
�

対
象
＝
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方
　

内
容
＝
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
、リ
ズ
ム
体
操
な

ど
　
日
時
＝
1
月
27
日
、2
月
24
日
、3

月
24
日
の
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場
＝
南
大
沢
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎

79
・
2
2
0
5
）　
定
員
＝
各
25
名（
先

着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝

不
要
、直
接
会
場
へ
�

�

催
し
�

�

■
夢
美
術
館
「
シ
ャ
ガ
ー
ル
展
」
ギ
ャ
ラ

　
リ
ー
ト
ー
ク
�

　
1
月
16
日
ま
で
開
催
し
て
い
る「
シ
ャ

ガ
ー
ル
展
」の
出
品
作
品
に
つ
い
て
、学
芸

員
が
解
説
し
ま
す
。�

日
時
＝
1
月
10
日
（祝）
午
後
3
〜
4
時

会
場
＝
夢
美
術
館（
☎
21
・
6
7
7
7
）

費
用
＝
無
料（
観
覧
料
は
別
に
必
要
）　

申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

※
展
示
替
え
の
た
め
、1
月
17
日
か
ら
19

日
ま
で
と
28
日
か
ら
2
月
2
日
ま
で
は

休
館
し
ま
す
。ま
た
、1
月
20
日
か
ら
27

日
ま
で
は
城
所
祥（
版
画
）の
常
設
展
示

（
無
料
）の
み
と
な
り
ま
す
。�

■
世
界
の
人
と
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
「
ル

　
ー
マ
ニ
ア
の
お
話
」
�

日
時
＝
1
月
16
日
（日）
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
　
会
場
＝
国
際
交
流
コ
ー

ナ
ー（
八
王
子
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
11
階
☎
42
・

7
0
9
1
）　
定
員
＝
40
名（
先
着
順
）

費
用
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直

接
会
場
へ
�



▼ 休日の 内科・外科・小児科�

2日（午前9時～午後5時）� 1日（午前9時～午後5時）�

救急診療�

新
町
新
町�

市
守
神
社�

北大通り（20号バイパス）�

八王子駅�

横山町�
甲州街道�

◯�交�
追
分
町�

新
町�

←�

←
�

桑
並
木
通
り�

市
守
神
社�
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医療・健康心配ごと電話相談�
●毎日の午後8時～10時30分�
　夜間救急診療所　☎22‐9910�
●偶数日（全夜間と休日）�
　八王子医療センター　　☎65‐5611�
●奇数日（全夜間と休日）�
　東海大学八王子病院　☎39‐1111

休日歯科応急診療�
●午前9時～午後4時�
　保健センター2F　平岡町18‐3　☎25‐9128

休日産婦人科当番医�
●午前9時～午後5時�
　米山産婦人科病院�
　新町2‐12�
　☎42‐5225

小児休日・全夜間救急医療�
●偶数日…八王子医療センター　☎65‐5611�

館町1163�
●奇数日…東海大学八王子病院　☎39‐1111�

石川町1838

救急病院の案内（一日中）�
●救急テレフォンサービス　☎042‐521‐2323�
●八王子消防署　☎25‐0119�
●東京都保健医療情報センター　☎03‐5272‐0303

夜間救急診療�
●内科・小児科　毎日の午後8～11時�
　夜間救急診療所（保健センター1F）　☎25‐9910�
　平岡町18‐3

市からのお知らせ�情報ファイル�

�

ス
ポ
ー
ツ
�

�■
市
民
ネ
オ
テ
ニ
ス
大
会
�

対
象
＝
中
学
生
以
上
で
6
〜
10
名
の
団
体

期
日
＝
2
月
6
日
（日）
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
費
用
＝
1
チ
ー
ム
5
0
0
円
　
申
し

込
み
＝
市
役
所
8
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
と

市
民
・
甲
の
原
体
育
館
に
あ
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
直
接
、ま
た
は
郵
送
、フ
ァッ
ク

ス
で
1
月
14
日（
必
着
）ま
で
に
八
王
子
市

役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
〒
192
‐
8
5
0
1

☎
20・
7
3
3
5
、F
A
X
26・
8
5
5
4
）�

■
屋
外
運
動
施
設
の
利
用
開
始
�

　
野
球
場（
市
民
球
場
を
除
く
）と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場
は
3
月
20
日
（祝）
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。�

■
市
民
球
場
の
臨
時
休
場
�

　
市
民
球
場（
☎
22
・
6
7
2
0
）は
芝

生
の
張
替
工
事
の
た
め
、3
月
20
日
か
ら

7
月
上
旬
ま
で
利
用
で
き
ま
せ
ん
。�

■
3
月
の
運
動
施
設
の
一
般
利
用
中
止
�

野
球
場
＝
▼
市
民
球
場
…
20
〜
31
日
　

▼
西
寺
方
…
20
・
27
日
　
▼
川
町
少
年
�

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

48
・
2
2
3
2
）�

■
シ
ネ
マ
フ
レ
ス
コ
�

作
品
＝「
雲
の
上
団
五
朗
一
座
」　
出
演

＝
榎
本
健
一
ほ
か
　
日
時
＝
1
月
8
日

（土）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、午
後
2
時

〜
3
時
30
分
　
会
場
＝
南
大
沢
公
民

館（
☎
79
・
2
2
0
8
）　
定
員
＝
各
70

名（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し

込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
シ
ア
タ
ー
川
口
�

作
品
＝「
名
も
な
く
貧
し
く
美
し
く
」

主
演
＝
高
峰
秀
子
　
日
時
＝
1
月
9

日
（日）
午
前
10
時
〜
12
時
10
分
、午
後
2

時
〜
4
時
10
分
　
会
場
＝
川
口
公
民
館

（
☎
54
・
8
4
5
0
）　
定
員
＝
各
70
名

（
先
着
順
）　
費
用
＝
無
料
　
申
し
込

み
＝
不
要
、直
接
会
場
へ
�

■
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
�

日
時
＝
1
月
8
日
（土）
午
後
0
時
15
分

〜
0
時
45
分
　
演
奏
者
＝
山
本
茉
紗

子
さ
ん
、吉
岡
真
理
子
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）　

入
場
料
＝
無
料
　
会
場
＝
い
ち
ょ
う
ホ

ー
ル（
☎
21
・
3
0
0
5
）�

■
郷
土
の
響
き
シ
リ
ー
ズ
�

内
容
＝
第
8
回
マ
ー
チ
ン
グ
シ
ョ
ー
バ
ン
ド

世
界
大
会
総
合
優
勝
記
念
・
都
立
片
倉

高
校
吹
奏
楽
部
特
別
演
奏
会
　
開
演

日
時
＝
2
月
26
日
（土）
午
後
4
時
　
会

場
＝
市
民
会
館
　
入
場
料
＝
千
5
0
0

円（
全
席
自
由
）　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
1

月
8
日
（土）
午
前
10
時
か
ら
、い
ち
ょ
う
ホ

ー
ル
、市
民
会
館
、南
大
沢
文
化
会
館
、

学
園
都
市
セ
ン
タ
ー
で
　
電
話
予
約
＝

同
日
午
後
1
時
か
ら
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル（
☎

21
・
3
0
0
5
）で
�

�

催
し
�

�■
ぽ
っ
か
ぽ
か
倶
楽
部
�

対
象
＝
未
就
学
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
　
内
容
＝
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
や
親

同
士
の
情
報
交
換
と
交
流
　
日
時
＝
1

月
13
日
（木）
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
　
会

場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
第
2
学
習
室
　

定
員
＝
30
組（
先
着
順
）　
費
用
＝
1
組

2
0
0
円（
2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
1

人
増
え
る
ご
と
に
1
0
0
円
）　
持
ち

物
＝
弁
当（
希
望
者
の
み
）　
申
し
込
み

＝
不
要
、直
接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

八
王
子
子
ど
も
劇
場（
☎
45・1
7
3
9
）、

ま
た
は
中
央
公
民
館（
☎
48・
2
2
3
2
）�

■
長
池
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
催
し
�

内
容
・
日
時
＝
①
絵
手
紙
教
室
…
1
月

8
・
23
日
の
午
後
2
〜
4
時
、②
植
物
勉

強
会
…
8
・
22
・
29
日
の
午
後
1
〜
3
時
、

③
書
道
教
室
…
9
日
午
前
10
時
〜
正
午
、

④
色
鉛
筆
画
教
室
…
19
日
午
後
2
〜

4
時
、⑤
こ
ど
も
科
学
実
験
教
室
「
ふ

く
ろ
う
の
ペ
レ
ッ
ト
」…
22
日
午
前
10
時

〜
正
午
　
対
象
＝
⑤
の
み
小
学
3
年
生

以
上
の
方
　
定
員
＝
⑤
の
み
32
名（
先

着
順
）　
費
用
＝
各
1
0
0
円
　
申
し

込
み
＝
1
月
5
日
か
ら
電
話
で
長
池
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー（
☎
78
・
4
6
1
6
）�

■
市
民
映
画
館
�

作
品
＝「
茗
荷
村
見
聞
記
」　
出
演
＝

長
門
裕
之
ほ
か
　
日
時
＝
1
月
15
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
2
〜
4
時
　

会
場
＝
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
視
聴
覚
室
　

定
員
＝
各
72
名（
先
着
順
）　
費
用
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
不
要
、直
接
会
場
�

京王八王子駅前診療所�
明神町4-7-1京王駅前ビル5F
☎45-8228

甲州街道�

◯�公�船森�

京
王
八
王
子
�八王子保健所八王子保健所�八王子保健所�

八王子駅�

東放
射線
アイ
ロー
ド�

内�

たきうら医院�
大塚224-1
☎79-1045

帝京大学�
旧野猿街道旧野猿街道�旧野猿街道�

帝京大学入口�
由
木�

内�

児�

野猿街道�←�

富
士
見
町
入
口�

大
和
田
小
前�

大
和
田
小�

16
号
バ
イ
パ
ス�

左
入
町�

大
和
田
小
学
校�

◯�文�

↑�大和田団地下�

大和田北通り�

住宅住宅・都市都市�
整備公社整備公社�
住宅・都市�
整備公社�

�

森整形外科�
大和田町5-26-1
☎44-2671

外�

真宮病院�
南新町23
☎25-0648

甲州街道�

富士見通富士見通り�富士見通り�

八王子社会保険事務所八王子社会保険事務所�八王子社会保険事務所�

八日町一丁町一丁目�八日町一丁目�

追
分
町�

八
幡
町�

南
新
町�

←�

内�

外�

高月整形外科�
高月町360
☎92-1115
あ
き
る
野
市�

丹
木
町
三
丁
目�

秋川�

高月集会所前�

高月浄水所�

滝山街道�

浄
水
場
前�

↑ �

外�

長房児童館�

長房小�

富士森高校�甲
州
街
道�

↓�

長房診療所�
長房町567-2-28-101
☎61-7667

◯�文�

◯�文�

内�東中野診療所�
東中野526-1
☎74-1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�

野
猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

帝京大学東�堰場東�

松本クリニック�
横川町924-2
☎21-1318

内�

児�

元八王子一�

川町入口�

石神坂�

船田小�

高尾
街道
�

共立女子大共立女子大�←
高
尾
�

慈根寺慈根寺�

中央
自動
車道
�

共立女子大�

慈根寺�



▼ 休 日 の 内 科・外 科・小 児 科 �

9日（午前9時～午後5時）� 3日（午前9時～午後5時）�10日（午前9時～午後5時）�
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役
所
ま
た
は
お
近
く
の
各
事
務
所
で
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。誕
生
日

の
後
に
年
金
手
帳
、そ
の
約
2
週
間
後

に
は
納
付
書
が
八
王
子
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。問
い
合
わ

せ
は
八
王
子
社
会
保
険
事
務
所（
☎
26
・

3
5
1
1
）、ま
た
は
国
民
健
康
保
険

年
金
課（
☎
20
・
7
2
3
8
）へ
。�

■
取
り
壊
し
家
屋
は
連
絡
を
�

　
平
成
１６
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋
は
、

平
成
17
年
度
の
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

取
り
壊
し
に
伴
う
滅
失
登
記
を
し
て
い

な
い
方
や
未
登
記
の
家
屋
を
取
り
壊
し

た
方
は
、資
産
税
課（
☎
20
・
7
2
2
3
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

■
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金
制
度

　
の
ご
利
用
を
�

　
市
は
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

に
対
し
て
費
用
の一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
住
宅
は
、昭
和
56
年
5

月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
市
内
の
在
来
工

法
に
よ
る
木
造
一
戸
建
て
専
用
住
宅
で

補
助
額
は
、耐
震
診
断
に
要
す
る
費
用

の
3
分
の
1
以
内
、限
度
額
が
7
万
円

と
な
り
ま
す
。な
お
、利
用
さ
れ
る
方
は

事
前
に
建
築
指
導
課（
☎
20・
7
2
6
4
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

■
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
変
更

　
図
書
の
縦
覧
�

　
市
内
に
指
定
し
て
い
る
生
産
緑
地
地

区
の一
部
を
変
更
し
、12
月
1
日
に
告
示

し
ま
し
た
。こ
の
都
市
計
画
変
更
図
書

は
市
役
所
6
階
都
市
計
画
室（
☎
20
・
7
�

2
5
8
）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。�

男
女
共
用
と
な
り
ま
す
。�

�

そ
の
他
�

�

■
成
人
ス
テ
ィ
ル
病
が
特
定
疾
病
患
者

　
福
祉
手
当
の
対
象
に
�

　
特
定
疾
病
患
者
福
祉
手
当
の
対
象

疾
病
に
新
し
く
成
人
ス
テ
ィ
ル
病
が
加
わ

り
ま
し
た
。対
象
は
東
京
都
難
病
医
療

券
を
お
持
ち
で
65
歳
未
満
の
方（
施
設

入
所
者
を
除
く
）で
す
。所
得
制
限
な
ど
、

詳
し
く
は
障
害
者
福
祉
課（
☎
20
・
7
2
�

4
5
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

■
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
を
�

　
20
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、八
王
子
社

会
保
険
事
務
所
か
ら
国
民
年
金
の
ご
案

内（
兼
加
入
届
）が
送
付
さ
れ
ま
す
。市
�

…
20
・
26
・
27
日
　
▼
椚
田
少
年
…
20
・

21
・
26
・
27
日
　
▼
上
柚
木
…
25
〜
30
日

▼
大
塚
…
20
日
と
27
日
の
午
前
8
時
〜

正
午
、　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
＝
▼
上
柚

木
…
27
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
1

時
40
分
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
＝
▼
富
士
森

…
5
・
6
・
12
・
13
・
26
・
27
日
の
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分
　
▼
大
塚
…
13
日

サ
ッ
カ
ー
場
＝
▼
滝
ガ
原
…
6
・
12
・
13
・

20
・
27
日
　
▼
川
町
少
年
…
6
・
13
日
　

▼
椚
田
少
年
…
6
・
20
日
�

■
市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
女
性

　
専
用
時
間
の
廃
止
�

　
市
民
体
育
館（
☎
25
・
2
3
0
5
）で

は
、毎
週
水
曜
日
の
午
前
9
時
か
ら
午

後
3
時
ま
で
の
女
性
専
用
時
間
を
廃
止

し
ま
し
た
。1
月
5
日
（水）
か
ら
は
全
日
�

東中野診療所�
東中野526-1
☎74-1660

天野�

野猿
街道
�

東中野�

古本屋古本屋�古本屋�

由木東小�

↓�

↓
�

野
猿
峠
�

多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
�

◯�文�

内�

児�

外�

モ
ノ
レ
ー
ル�

モ
ノ
レ
ー
ル�

八王子�

豊泉胃腸科外科病院�
旭町12-12
☎45-9111

甲州街道�

八王子�
保健所�

豊田→�

↑
�

桑
並
木
通
り
�

長
小
路
通
り
�

内�

外�

東
放
射
線
アイ
ロー
ド
�

渡辺医院�
長房町373-2
☎63-3263

横山橋�

甲州街道� 追分町→�

南浅川�

青果店青果店�青果店�
銀行�

長房団地�

横
山
橋�

内�

児�

→
�

→
�

大和田橋�
南多摩高校�

甲州街道�

京王八王子�

東
放
射
線

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

八王子市�
医師会�

田中内科医院�
明神町2-11-1
☎45-6144

四
小
�

◯�文�

内�

→
�

→
�

大和田橋�
南多摩高校�

甲州街道�

京王八王子�

東
放
射
線

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

東
放
射
線
ア
イロ
ード
�

八王子市�
医師会�

田中内科医院�
明神町2-11-1
☎45-6144

四
小
�

◯�文�

内�

西放射線�
中町公園�

八日町�

八王子クリニック�
横山町11-5�
斗南堂ビル4F
☎43-3717

外�

み
ず
き
通
り
�

　
国
道
16
号
�

甲州街道�

西放射線ユーロード�

←追分町�

〒�

八王子駅→�

映画館�

銀行�

大竹橋北�
野猿街道�

多摩ニュー
タウン通り

�

スーパー�

大栗川大栗川�大栗川�

大田川大田川�大田川�

川幡橋南�レストラン�

川
幡
橋�

←�

大
竹
橋�

国
道
16
号�

熊沢内科クリニック�
松木31-18
☎70-3331

内�

児�

はざま中山クリニック�
東浅川町709-1�
新都市はざまビル1F
☎68-3500

椚田遺跡公園通椚田遺跡公園通り�椚田遺跡公園通り�

狭間駅入口�

めじろ台�
→
�

狭
間
町�

町
田
街
道�

内�

児�

外�

スーパー�スーパー�

狭間�

高尾�

天野クリニック�
旭町6-12旭星ビル4F
☎24-3411

外�

↑�

甲州街道�

八王子�

八
王
子
王
子�

ス
ク
エ
ア
ビ
ル�

八
王
子�

ス
ク
エ
ア
ビ
ル�

桑
並
木
通
り�

西放射線
西放射線ユーロード�

西放射線ユーロード�

◯�火�

北野内科クリニック�
北野町562-4
☎43-1555

→
長
沼�

北野�

北野事務所北野事務所�北野事務所�

北野天神北野天神�北野天神�

北野町�1
6
号
バ
イ
パ
ス�

内�

←�

大生医院�
万町82-1
☎22-4769

◯�文�

↑
　
国
道
16
号
�

み
よ
し
坂
上
�

市
立
六
中
�

実
践
高
校
�

富
士
森
公
園
�

◯�文�

第六中�

八日町�

富士森公園通り�

万町�

内�

児�

中野�

甲州街道�

八王子市八王子市�
　補修　補修センター�
八王子市�
　補修センター�秋川

街
道�

↓�

◯�交�

原田クリニック�
中野上町4-11-8
☎22‐9297

内�

日
時
　
1
月
12
日
（水）
午
後
3
〜
4
時
�

会
場
　
市
民
会
館
�

　ド
ラ
イ
バ
ー
教
室
�

ＨＡＣＨＩＯＪＩ�

　昨年11月25日、映画監督の斎藤
耕一さんと、八王子車人形5代目の
西川古柳さんが観光大使に就任さ
れました。郷土を愛し、世界を舞台に
活躍するお2人に、今後も八王子を
広くＰＲしていただきます。なお、観光
大使は、平成15年に就任された北島
三郎さんと合わせて3人になりました。�

　 "映像と伝統芸能"の観光大使が誕生�
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1月の相談� ※印は祝・休日を除く�

相談名� 日　時� 会場・問い合わせ�

6・13・20・27日の�
午後1時20分～4時30分�

※月～金曜日の�
午前8時30分～午後5時�

※月～金曜日の�
午前8時30分～午後5時�

教育センター�
☎64・3665（子ども専用）�

大和田市民センター�
☎45・5995面談の予約は電話で�

市役所総務部総務課☎20・7201

消費者センター �
☎25・2621

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227 予約は当日の�
午前9時30分～電話で�

※火・木・金曜日の�
午前10時～午後3時�

11日午後1～3時�

今月はお休みです�

5日午後1時～3時30分�
20日午後1時～3時30分�
6・20日の午後1時～3時30分�

クリエイトホール8階�
男女共同参画センター☎48・2234�
予約は電話で�

※月・火・水・金曜日の�
午後1時10分～4時�
（今月は7日からです）�

6・13・20・27日の�
午後1～4時�

市役所生活福祉課☎20・7280�
予約は電話で�

※月～金曜日の�
午前9時～正午、午後1～5時�

保健センター☎25・9128�
栄養の予約は電話で�

※月～金曜日の�
午前9時～11時30分�

女性のための�
相談�

21日午前9時30分～�
午前11時30分�

女性のための�
保健相談�

5・8・12・15・19・22・26日�
の午前9時～正午�

女性のための�
カウンセリング�

12・26日の午後1時～3時30分�
相続・遺言等�
暮らしの手続�

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227

13日午後1時～3時30分�年金・雇用保険�
労働条件相談�

交通事故�

総合教育相談室�

こども電話相談�

心の相談室�

人　権�

市役所暮らしの安全安心課�
☎20・7227予約不要（先着3名）�27日午後1～4時�外国人�

生活相談�

行　政�
�

税　金�
�

登　記�

不動産�

法　律�
�

母子・女性�
福祉�

健康・栄養・歯�

消費者� ※月～金曜日の�
午前9時～午後4時�

教育センター�
☎64・6949

火～日曜日の�
午前10時～午後5時�

市民活動�
のための相談�

市民活動支援センター�
☎46・1577予約は電話で�

予約は月曜日（祝・休日の場合
は前週の金曜日）の午前9時30
分～、各先着8名�
電話で市役所暮らしの安全安
心課☎20・7227へ�

予約は当日�
午前9時30分～、�
各先着5名�
電話で市役所暮らしの安全安
心課☎20・7227へ�

地域子ども家庭支援センターみなみ野�
☎35・4152

※月～土曜日の�
午前9時～午後5時�

子ども家庭支援センター�
☎56・8225

午前9時～午後7時（日曜日、祝・休�
日は5時まで。第1火曜日を除く）�

子ども家庭�
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※印は祝・休日を除く�

相談名� 日　時�

①東浅川保健福祉センター�
②心身障害者福祉センター�
③南大沢保健福祉センター�
④大横福祉センター�

☎67・1331、FAX67・7829�
☎24・5850、FAX24・5954�
☎79・2205、FAX79・2214�
☎25・6501、FAX27・5927

健　康�

総合福祉�

総合保健�

聴覚障害者�
のつどい�

①25日午後1時30分～3時�
③18日午後1時30分～3時�
④14日午後1時30分～3時（60歳以上の方）�

②8日午後6時30分～9時�

①※火～日曜日の午前9時～午後4時（予約制）�
③※月～土曜日の午前9時～午後4時（予約制）�

福祉センターの相談�
予約は電話、またはFAXで�

①7・14・21・28日の午後1～3時�
③11・18・25日の午前10時～正午�

③15日午後1時30分～3時30分�手話交流会�

毎週水・土・日曜日の午前8時
～正午　【会】市内の中学校
など　【費】年20,000円　【問】
�
★バスケットボール「ファー
ストレディース」　【対】既婚
の女性　【日】毎週土曜日の
午後4～9時　【会】第三中など
【費】月200円　【問】
�
★水泳連盟少年クラブ　【対】
5～16歳の初心者　【日】毎週
土曜日の正午～午後1時　【会】
東浅川保健福祉センターなど　
【費】入会金3,000円、月3,500
円　【問】同事務局（ムサシス
ポーツ内☎42・2416）�
★低山歩こう会　【対】初心
者で月1・2回程度参加できる方
【費】体験参加1,500円、年
9,000円　【問】�
★こまくさ・ハイキングクラブ
【日】毎月第1・2・4日曜日　【会】
関東周辺の山など　【費】入
会金1,000円、年3,000円　【問】
�
★よさこい夢同心　【日】毎
週日曜日の午後7時30分～9時
【会】第六小など　【費】1回
500円（高校生以下300円）　
【問】�
★クラシックバレエ「ＭＯバ
レエ」　【対】3歳以上の方　
【日】毎日午前10時～正午、午
後6～9時　【会】南大沢市民
センターなど　【費】1回1,500
円　【問】
�
★社交ダンス「赤い靴」　【日】
毎週火曜日の午後7時30分～9時
30分　【会】横山南市民センター
など　【費】月3,500円　【問】
�
★社交ダンス「葉月」　【対】
多少経験のある方　【日】毎週
水曜日の午後6時45分～8時45
分　【会】北野市民センターなど
【費】入会金1,000円、月3,000
円　【問】�
★社交ダンス「市民ダンス・
クラブ」　【対】多少経験のあ
る方　【日】毎月第1・3木曜日、
2・4水曜日の午後7～9時　【会】
市民体育館など　【費】入会
金1,000円、月2,000円　【問】
�

【費】入会金1,000円、月5,000
円　【問】�
★八王子失語症友の会　【対】
失語症の方　【日】毎月第3水
曜日の午後1～4時　【会】心
身障害者福祉センターなど　
【費】入会金1,000円、年3,000
円　【問】�
★富士見詩吟の会　【対】初
心者　【日】毎月第2・4水曜日
の午後1時20分～5時　【会】
大和田市民センターなど　【費】
月500円　【問】�
★童謡「のぎく」　【日】毎月
第2・4金曜日の午前10時～11
時30分　【会】子安市民センタ
ーなど　【費】月2,000円　【問】
�
★コーラス「赤い鳥」　【日】
月3回の火曜日の午前10時～
11時30分　【会】子安市民セン
ターなど　【費】月3,000円　【問】
�
★ピアノ・サークル・ハーモニー
【日】月3回の火曜日の午後3
時40分～4時40分　【会】南大
沢公民館など　【費】月3,450
円　【問】�
★ハンドベルサークル「ティン
カーベル」　【日】毎月第4水曜
日の午前10時～11時30分　【会】
学園都市センターなど　【費】月
1,500円　【問】�
★しの笛同好会　【対】60歳
以上の初心者　【日】月2回の
火曜日の午後1～4時　【会】東
浅川保健福祉センターなど　【費】
月100円　【問】�
★八王子お手玉の会　【日】
毎月第2・4水曜日の午前10時
～午後3時　【会】市民活動支
援センターなど　【費】年2,000
円　【問】�
★長房男の健康料理の会　
【対】60歳以上の男性　【日】
毎月第3木曜日の午後1時30分
～4時30分　【会】長房ふれあ
い館など　【費】月1,000円　
【問】�
★スナック料理同好会　【日】
毎月第3金曜日の午後6～9時
【会】北野事務所など　【費】
月2,000円　【問】
�
★還暦野球オール八王子　
【対】55歳以上の男性　【日】�
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ひ ろ ば
官公署・市民団体のお知らせ�

多
発
し
て
い
ま
す
「
振
り
込
め
詐
欺
」
�

安全・安心なまちづくりの指針を策定�

問い合わせ　暮らしの安全安心課（☎20・7227、FAX20・7322）�

　市は皆さんの安全な暮らしを守るため、八王子駅北口周辺や不審
者情報などが寄せられた地域で重点的にパトロールを実施するととも
に、防犯活動の支援や意識の啓発などを行っています。また一方では、
全市域に応じた総合的な安全対策を講じてゆく必要もあります。�
　そこで、このほどガイドラインとなる「安全・安心まちづくり指針」を策定。
これに沿って、建物など「ハード」の面と防犯意識など「ソフト」の面か
ら、安全対策を検討しました。指針は市のホームページで公開してい
るほか、概要版を各事務所・市民センターで配布しています。�
　今後、市はこの指針に基づいて、市民の皆さんや防犯団体などと
連携しながら安全で安心なまちづくりに取り組んでゆきます。�

八
王
子
警
察
署
☎
45
・
0
1
1
0

高
尾
警
察
署
☎
65
・
0
1
1
0
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　この欄は、官公署や市民の皆さんのコミュニティ活動の催しなどを紹介しています。内容の確認
などは直接、各団体へ。政治・宗教・営利行為に関するものは掲載しません。掲載の申し込みは市
役所5階、クリエイトホール1階、各市民センターなどにある申込用紙に書いて、掲載希望号の35日
前まで（会員募集は掲載希望号の指定はできません）に、八王子市役所5階広聴広報室（広報担
当）（〒192‐8501☎20・7228、FAX26・3858）へ。なお先着順で掲載し、掲載する方のみ連絡し
ます。【対】＝対象、【内】＝内容、【期】＝期日、【時】＝時間、【日】＝日時、【集】＝集合、【会】
＝会場、【定】＝定員、【費】＝費用（記載なしは無料）、【申】＝申し込み（ハガキの場合は申し込
み内容と、住所・氏名・電話番号などの記載を）、【問】＝問い合わせ�

●特集：環境を学び、そして活動へ�
�
●コラム�
�
●そのほか�

�
「環境学習室」をオープン�
｢お元気予報｣｢自然う
おっちんぐ｣　ほか�
「八王子地域の保健医
療に関する検討会まと
め」を発表、電子申請
の対象手続きを拡大、
市営住宅の入居者を
募集、広聴のコーナー「み
んなの声」ほか�

　次号・1月15日発行の�

は…�広報はちおうじ�

いちょうホール　【定】先着10名　【費】
3,000円　【申】電話でお茶を楽しむ会
�
★にほんごで楽しむ国際交流　【日】
1月23日午後1時30分～4時　【会】
市民会館　【定】先着150名　【費】
500円　【問】八王子にほんごの会
�
★知的な障害のある人のアート展
【日】1月13～16日の午前11時～午後
7時（16日は3時まで。15日1時30分～3
時はダンス・太鼓の発表会も）　【会】
クリエイトホール　【問】八王子生活館
�
★絵画展の作品を募集　【内】3月3
～8日に行う八王子画廊散歩の作品
【定】先着177名　【費】1点3,000円
【申】電話で八王子美術連盟
�
★フリーマーケット　【日】1月16日
午前9時～午後3時　【会】富士森公
園　【問】平和リサイクル☎23・3616�
�
●会員募集�

★実用細字研究会　【日】毎月第1・3
土曜日の午前10時～正午　【会】南大
沢市民センターなど　【費】入会金500�
円、月2,200円　【問】�
★裏千家茶道「はまなす会」　【日】
毎月第1・3土曜日の午前9時30分～午
後1時　【会】横山南市民センターなど�

円（障害者1,500円、5歳以下無料）　
【問】福祉サービスハウスゆう☎22・3768�
★精神障害者ホームヘルパー養成
研修　【対】ホームヘルパー2級以上
の方　【日】1月29日～3月13日の午
前9時10分～4時30分　【会】あった
かホールなど　【定】先着35名　【費】
27,000円　【申】電話でワーカーズコ
ープあおぞら☎69・1505�
★レクリエーション・インストラクタ
ー認定講習会　【対】18歳以上の方
【日】1月18・25日、2月1・6・8日の午後6
～9時（6日は午前9時～午後4時）　【会】
大和田市民センター（6日は中野市民セ
ンター）　【定】先着30名　【費】8,400
円　【申】電話でレク協☎56・0901�
★親子スケート教室　【対】5歳以
上の初心者　【日】1月29日、2月26日
の午後2～4時　【会】昭和の森スケ
ートリンク(昭島市)　【定】各先着50
名　【費】1,800円（12歳以下1,300円）
【申】電話でレク協☎56・0901�
�
●そのほかの団体の催し�

★ホームヘルパー2級養成講座受講
説明会　【対】20歳以上の方　【日】1
月8日午前9時～正午　【会】やさしい
手八王子事業所（散田町三丁目）　【申】
電話で同事業所☎69・0810�
★表千家茶道講習会　【日】2～7月
の第1・3土曜日の午後1～3時　【会】�

官公署など�
�
★新潟県中越地震の災害義援金の
受付期間を延長　平成17年10月24日
まで延長しますので、引き続き皆さんの
ご協力をお願いします。　【問】日本赤
十字社新潟県支部☎025・231・3121�
★街頭献血　【日】1月4日午前10時
～午後3時30分　【会】市役所南側
広場　【問】都西赤十字血液センタ
ー☎042・529・0405�
★「はたちの献血」キャンペーン　
都は、成人式を迎える若い皆さんを中
心に「はたちの献血」キャンペーンを
行います。　【日】1月2日～2月28日の
午前10時～12時45分、午後2時～5
時45分　【会・問】八王子献血ルー
ム（八王子駅ビル中2階☎26・6181）�
★高尾山で冬芽の観察　【日】2月9日
午前10時30分～午後4時　【定】抽選
50名　【費】1,000円　【申】往復ハガ
キに参加者全員の必要事項と年齢・職
業を書いて、1月13日（必着）までに高尾
森林センター（廿里町35 -1☎63・6689）�
�
市民団体など�
�
●関連団体の催し�

★市民企画事業「ピアノとうた」　【日】
1月29日午後1時～　【会】南大沢文化
会館　【定】先着160名　【費】2,000�
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■天気解説情報�
八王子市天気相談所�
☎26・0177（テレホンサービス）�

　　　住民基本台帳　前月比　�
世帯数　225,906　　+310�
人口（男）　270,490　　+199　�
　　（女）　264,145　　+290
　　計　534,635　　+489　

　　　 外国人登録　�
人口（男）　3,362�
　　（女）　4,451�
　　計　7,813

世帯と人口（平成16年12月1日現在）�

　　　　　　 大正6年、市制施
行を記念して、制定したものです。�

　
「
福
の
神
が
舞
い
込
み
ま
し
た
」の
子
ど

も
た
ち
の
声
で
、家
々
が
戸
を
開
け
る
―
。�

　
高
月
町
の
滝
地
区
で
は
、毎
年
1
月
7
日

に「
福
の
神
」と
呼
ば
れ
る
年
始
の
行
事
が

行
わ
れ
る
。主
役
は
こ
の
地
区
の
小
学
生
全

員
と
4
月
に
小
学
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
。

お
正
月
の
輪
飾
り
や
幣
束（
へ
い
そ
く
）な
ど

で
つ
く
っ
た
衣
装
を
ま
と
い
、約
40
戸
の
地

区
内
全
戸
を
訪
ね
て
福
の
神
を
勧
進
す
る
。�

　
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち
は
、竹
で
作
っ
た

カ
チ
カ
チ
と
い
う
鳴
り
も
の
の
道
具
を
手
に

手
に「
ア
キ
ノ
カ
タ（
恵
方
の
こ
と
）か
ら
福

俵
、貧
乏
神
祓（
は
ら
）い
出
せ
、福
の
神
を

祀（
ま
つ
）り
込
め
」と
唄
い
だ
す
。そ
の
間
、

最
年
長
の
大
将
は
福
俵
を
家
の
中
へ
何
度

も
投
げ
込
む
。す
る
と
家
の
人
が
出
て
き
て

「
ご
苦
労
さ
ま
」と
お
ひ
ね
り
を
く
れ
、子

ど
も
た
ち
は
次
の
家
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

お
ひ
ね
り
は
、最
後
に
大
将
が
全
員
に
分
配

す
る
。�

　
こ
の
行
事
、お
と
な
の
干
渉
は
一
切
な
い
。

す
べ
て
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
行
う
の
が
滝
の

伝
統
。か
つ
て
は
各
地
で
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
組
行
事
が
見
ら
れ
た
が
、都
内
に
残
っ
て

い
る
も
の
は
と
て
も
珍
し
く
貴
重
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
声
と
カ
チ
カ
チ
の
鳴
る
音
が

滝
山
城
の
麓
に
消
え
る
と
、健
康
で
平
穏
な

一
年
が
始
ま
る
。　
　
　（
桑
都
民
俗
の
会
）�

�

■発行�
八王子市�
（〒192‐8501 元本郷町三丁目24番1号）�

■編集�
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☎20‐7228�
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�

　
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
方
の
前
途
を
祝
し
て
、1
月
10
日
に

記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。�

対
象
　
昭
和
59
年
4
月
2
日
〜
昭
和
60
年
4
月
1
日
に
生

ま
れ
た
方
�

内
容
　
式
典
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
�

日
時
　
1
月
10
日
（祝）
午
前
10
〜
11
時
、ま
た
は
正
午
〜
午

後
1
時（
都
合
の
よ
い
方
に
ご
出
席
を
。た
だ
し
、正
午
か

ら
の
式
典
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、入
場
制
限
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
）�

会
場
　
市
民
会
館
�

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
総
務
課（
☎
20
・
7
3
3
3
、

F
A
X
26
・
8
5
5
4
）へ
�

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、来
場
の
際
に
は
招
待

ハ
ガ
キ
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。�

1
月
10
日
に
成
人
の
日
の
記
念
行
事
�

消防団出初式�

新春に輝く『技』の数かず�
　正月の風物詩の一つ、消防の祭典「出初式」をお楽
しみください。�
内容　市消防団員と消防車両による分列行進、消防記
念会の｢木遣（きや）り行進｣や｢はしご乗り｣の実演、
市消防団音楽隊の演奏、八王子消防署によるはしご
車の演技など�

日時　1月9日（日）午前9時
～11時30分�

会場　清川河川敷広場（清
川町）�

問い合わせ　防災課（☎
20・7208、FAX21・1298）
へ�

※当日午前7時に、市内93
か所の消防器具置場でサ
イレンを鳴らします。火災な
どとお間違えのないようご
注意ください。また、車でご
来場の際は、市役所西側
来庁者駐車場のご利用を。�▲7色の一斉放水も�

▲1戸ずつ福俵を投げ込んで�


